
 

2022 年５月 12 日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 Ｓ Ｉ Ｇ グ ル ー プ 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長   石 川  純 生 

 ( コ ー ド 番 号 ： 4 3 8 6  東 証 ス タ ン ダ ー ド ) 

問 合 せ 先 経 営 企 画 室 長    上 條  一 行 

 （TEL. 03-5213-4580） 

 

（追加）「2022年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部追加について 

 

 

本日開示しました「2022 年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」につきまして、サマリー情報が

添付されていなかったため、追加いたします。 

なお、本件追加による数値データへの影響はありません。 

 

 

以 上 

 



　
2022年３月期  決算短信〔日本基準〕（連結）

2022年５月12日
上場会社名 株式会社ＳＩＧグループ 上場取引所  東
コード番号 4386 ＵＲＬ  https://www.sig-group.co.jp
代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）石川　純生
問合せ先責任者 （役職名）専務取締役 （氏名）八田　英伸 ＴＥＬ  03-5213-4580
定時株主総会開催予定日 2022年６月29日 配当支払開始予定日 2022年６月30日
有価証券報告書提出予定日 2022年６月30日
決算補足説明資料作成の有無：有
決算説明会開催の有無      ：有

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 4,916 － 378 － 391 － 274 －

2021年３月期 － － － － － － － －

（注）包括利益 2022年３月期 274百万円 （－％） 2021年３月期 －百万円（－％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 48.25 47.76 16.9 13.6 7.7

2021年３月期 － － － － －

（参考）持分法投資損益 2022年３月期 9百万円 2021年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 3,160 1,708 53.4 299.94

2021年３月期 － － － －

（参考）自己資本 2022年３月期 1,689百万円 2021年３月期 －百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 484 △107 43 1,094

2021年３月期 － － － －

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 6.00 － 6.00 12.00 67 28.3 4.4

2022年３月期 － 6.00 － 11.00 17.00 96 35.2 5.6

2023年３月期（予想） － 6.50 － 6.50 13.00 25.2

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）１．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用
しており、2022年３月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．当社は、2021年３月期において、連結財務諸表を作成していないため、2021年３月期の数値、対前期増減率及
び2022年３月期の対前期増減率の記載をしておりません。

（２）連結財政状態

（注）１．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用
しており、2022年３月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．当社は、2021年３月期において、連結財務諸表を作成していないため、2021年３月期の数値の記載をしており
ません。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

（注）当社は、2021年３月期において、連結財務諸表を作成していないため、2021年３月期の数値の記載をしておりませ
ん。

２．配当の状況

（注）2022年３月期末配当金の内訳 普通配当 ６円00銭 記念配当 ５円00銭



（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 2,645 13.0 112 △18.2 129 △25.2 89 △31.1 15.84

通期 5,544 12.8 390 3.1 420 7.3 290 5.8 51.50

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期 5,926,980株 2021年３月期 5,880,540株
②  期末自己株式数 2022年３月期 295,410株 2021年３月期 187,410株
③  期中平均株式数 2022年３月期 5,680,870株 2021年３月期 5,645,565株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 2,674 △39.2 164 △49.3 160 △50.1 107 △55.1

2021年３月期 4,397 △1.8 325 △14.6 321 △14.6 239 △10.1

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期 18.94 18.75

2021年３月期 42.44 41.45

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 2,110 1,522 72.2 270.34

2021年３月期 2,596 1,547 59.6 271.79

（参考）自己資本 2022年３月期 1,522百万円 2021年３月期 1,547百万円

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規  ２社  （社名）株式会社ＳＩＧ、株式会社Ｙ．Ｃ．Ｏ．
（注）詳細は、添付資料Ｐ．10「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（当連結

会計年度における重要な子会社の異動）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無
（注）詳細は、添付資料Ｐ．10「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針

の変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び合理
的であると判断する一定の前提に基づいて作成したものであり、その達成を約束する趣旨のものではありません。ま
た、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご
利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧くだ
さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、長期化する新型コロナウイルスの影響による経済活動の停滞や高騰する

原材料、更には半導体不足による電子部品の供給遅延等不安定要素が多く、先行き不透明の期間でありました。更

に、直近ではウクライナ情勢の影響もあり、今後ますます不安要素を抱えております。

このような状況のなか、当社グループが属する情報サービス産業においては、昨年からのテレワーク環境の整

備・強化に向けた需要が一巡した一方、業績悪化を理由に抑制が続いていた企業のＩＣＴ投資が再開され、特に事

業の強化や変革を推進するＤＸ(デジタル・トランスフォーメーション)関連の需要が増加しております。

このような環境下、当社グループのシステム開発及びインフラ・セキュリティサービス事業の各分野において、

業績は堅調に推移しました。特に、製造系やサービス系を中心に好調に推移しました。一方、販管費の増加等によ

り、経常利益は計画に対して若干下回る結果となりました。以上の結果、当連結会計年度の経営成績は、売上高は

4,916,056千円となり、営業利益は378,130千円となりました。また、経常利益は391,489千円、親会社株主に帰属

する当期純利益は274,077千円となりました。

なお、当社グループは、システム開発及びインフラ・セキュリティサービス事業の単一セグメントであるため、

セグメント別の記載はしておりません。また、当連結会計年度は連結財務諸表の作成初年度であるため、前期実績

との比較は行っておりません。

（２）当期の財政状態の概況

①　資産の部

当連結会計年度末の流動資産は2,001,020千円であり、主な内訳は、現金及び預金1,134,808千円、売掛金

716,349千円、電子記録債権64,215千円であります。

当連結会計年度末の固定資産は1,159,876千円であり、主な内訳は、有形固定資産152,737千円、無形固定資産

77,161千円、投資その他の資産929,977千円であります。

②　負債の部

当連結会計年度末の流動負債は1,136,049千円であり、主な内訳は、買掛金199,575千円、短期借入金310,000千

円、賞与引当金140,792千円であります。

当連結会計年度末の固定負債は316,039千円であり、主な内訳は、長期借入金210,496千円、退職給付に係る負債

96,721千円であります。

③　純資産の部

当連結会計年度末の純資産は1,708,807千円であり、主な内訳は、資本金507,622千円、利益剰余金993,229千円

であります。

この結果、自己資本比率は53.4％となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度のキャッシュ・フローについては、営業活動による収入484,671千円、投資活動による支出

107,602千円、財務活動による収入43,461千円となりました。このため、当連結会計年度における現金及び現金同

等物（以下「資金」という。）の期末残高は1,094,808千円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は484,671千円となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益397,065千

円、売上債権の減少80,066千円、賞与引当金の増加16,115千円があった一方、持分法による投資損益△9,187千円

等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は107,602千円となりました。これは主に、連結範囲の変更を伴う子会社株式の

取得による支出52,064千円、敷金及び保証金の差入による支出34,012千円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、得られた資金は43,461千円となりました。これは主に、短期借入金の増加300,000千円があっ

た一方、長期借入金の返済による支出106,910千円、自己株式の取得による支出75,671千円等によるものでありま

す。
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（４）今後の見通し

今後の内外経済状況については、新型コロナウイルスのワクチン接種が進む一方で感染症の収束時期が見通せ

ず、景気の先行き不安も払拭されない中、ウクライナ情勢などの地政学的リスクの懸念もあり、不透明な状況が続

くと予想されます。当社グループが属する情報サービス産業においては、テレワーク環境の整備、基幹システム等

のオンプレミス（自社保有）からのクラウドシフト、これらに伴う企業のセキュリティ対策の強化などのＩＴイン

フラソリューションへの設備投資の増加見込みに加え、製造業での生産性向上のための少人化・無人化など、デジ

タル技術の進化により、各分野でのＤＸ化が更に加速すると見込まれております。

このような環境の中、当社グループは2030年に向けた長期ビジョンによりＡＩ、ＩｏＴ、クラウド及びセキュリ

ティ事業の推進を今後の成長戦略として位置付けております。また、次世代の独自ソリューション開発を検討する

プロジェクト立ち上げにより、会社の成長・発展、そして地方拠点及びパートナー企業との協力関係を強化し、売

上増に結びつけていきます。

以上を踏まえ、2023年３月期の連結業績見通しは、売上高5,544百万円（前期比12.8％増）、営業利益390百万円

（同3.1％増）、経常利益420百万円（同7.3％増）、親会社株主に帰属する当期純利益290百万円（同5.8％増）を

見込んでおります。

なお、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、企業間及び経年での比較可能性を確保するため、当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則（第７章及び第８章を除く）」（昭和51年大蔵省令第28号）に基づいて作成してお

ります。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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（単位：千円）

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,134,808

売掛金 716,349

電子記録債権 64,215

契約資産 25,717

商品 3,231

仕掛品 2,696

その他 54,032

貸倒引当金 △30

流動資産合計 2,001,020

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 58,174

工具、器具及び備品 77,445

土地 83,490

リース資産 25,447

減価償却累計額 △91,820

有形固定資産合計 152,737

無形固定資産

のれん 31,018

ソフトウエア 43,903

その他 2,238

無形固定資産合計 77,161

投資その他の資産

投資有価証券 1,605

関係会社株式 669,346

繰延税金資産 113,437

その他 155,588

貸倒引当金 △10,000

投資その他の資産合計 929,977

固定資産合計 1,159,876

資産合計 3,160,897

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：千円）

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 199,575

短期借入金 310,000

１年内返済予定の長期借入金 109,204

リース債務 5,511

未払法人税等 102,211

契約負債 32,631

賞与引当金 140,792

その他 236,123

流動負債合計 1,136,049

固定負債

長期借入金 210,496

リース債務 8,821

退職給付に係る負債 96,721

固定負債合計 316,039

負債合計 1,452,089

純資産の部

株主資本

資本金 507,622

資本剰余金 369,316

利益剰余金 993,229

自己株式 △181,270

株主資本合計 1,688,898

その他の包括利益累計額

退職給付に係る調整累計額 247

その他の包括利益累計額合計 247

非支配株主持分 19,662

純資産合計 1,708,807

負債純資産合計 3,160,897
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（単位：千円）

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

売上高 4,916,056

売上原価 3,760,078

売上総利益 1,155,978

販売費及び一般管理費

役員報酬 95,213

給料及び手当 286,356

賞与及び賞与引当金繰入額 52,465

退職給付費用 4,687

貸倒引当金繰入額 △121

業務委託費 83,869

その他 255,377

販売費及び一般管理費合計 777,847

営業利益 378,130

営業外収益

受取利息 9

持分法による投資利益 9,187

還付消費税等 10,836

その他 900

営業外収益合計 20,932

営業外費用

支払利息 2,346

支払手数料 4,198

創立費 823

その他 206

営業外費用合計 7,574

経常利益 391,489

特別利益

段階取得に係る差益 5,576

特別利益合計 5,576

税金等調整前当期純利益 397,065

法人税、住民税及び事業税 144,738

法人税等調整額 △21,750

法人税等合計 122,987

当期純利益 274,077

非支配株主に帰属する当期純利益 －

親会社株主に帰属する当期純利益 274,077

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当期純利益 274,077

その他の包括利益

退職給付に係る調整額 247

その他の包括利益合計 247

包括利益 274,324

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 274,324

非支配株主に係る包括利益 －

（連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 505,137 366,091 787,793 △111,710 1,547,313

当期変動額

新株の発行 2,484 2,484 4,969

剰余金の配当 △68,641 △68,641

親会社株主に帰属する
当期純利益

274,077 274,077

連結範囲の変動 －

自己株式の取得 △75,520 △75,520

自己株式の処分 740 5,960 6,700

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

－

当期変動額合計 2,484 3,224 205,435 △69,560 141,584

当期末残高 507,622 369,316 993,229 △181,270 1,688,898

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
退職給付に係る調整累計額

その他の包括利益累計額合
計

当期首残高 － － － 1,547,313

当期変動額

新株の発行 － 4,969

剰余金の配当 － △68,641

親会社株主に帰属する
当期純利益

－ 274,077

連結範囲の変動 － 19,662 19,662

自己株式の取得 － △75,520

自己株式の処分 － 6,700

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

247 247 247

当期変動額合計 247 247 19,662 161,494

当期末残高 247 247 19,662 1,708,807

（３）連結株主資本等変動計算書

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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（単位：千円）

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 397,065

減価償却費 27,345

創立費 823

貸倒引当金の増減額（△は減少） △121

賞与引当金の増減額（△は減少） 16,115

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,390

受取利息及び受取配当金 △9

支払利息 2,346

支払手数料 4,198

持分法による投資損益（△は益） △9,187

段階取得に係る差損益（△は益） △5,576

売上債権の増減額（△は増加） 80,066

契約資産の増減額（△は増加） 40,486

棚卸資産の増減額（△は増加） 212

仕入債務の増減額（△は減少） 6,122

その他 6,418

小計 576,696

利息及び配当金の受取額 1,712

利息の支払額 △2,420

法人税等の支払額 △92,199

その他 883

営業活動によるキャッシュ・フロー 484,671

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △15,930

無形固定資産の取得による支出 △3,630

敷金及び保証金の差入による支出 △34,012

敷金及び保証金の回収による収入 236

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△52,064

その他 △2,200

投資活動によるキャッシュ・フロー △107,602

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 300,000

長期借入金の返済による支出 △106,910

株式の発行による収入 4,969

自己株式の取得による支出 △75,671

配当金の支払額 △68,641

その他 △10,284

財務活動によるキャッシュ・フロー 43,461

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 420,531

現金及び現金同等物の期首残高 674,276

現金及び現金同等物の期末残高 1,094,808

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2021年７月15日開催の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬として自己株式10,000株の処分を行い

ました。また、2021年11月26日開催の取締役会決議に基づき、自己株式118,000株の取得を行いました。この結果、

当連結会計年度において自己株式が69,560千円増加し、当連結会計年度末において自己株式が181,270千円となって

おります。

（当連結会計年度における重要な子会社の異動）

当連結会計年度において、株式会社ＳＩＧを新たに設立したため、連結の範囲に含めております。

また、第２四半期連結会計期間において、株式会社Ｙ．Ｃ．Ｏ．の株式を取得し、第４四半期連結会計期間におい

て、株式会社Ｙ．Ｃ．Ｏ．の株式を追加取得したため、連結の範囲に含めております。

なお、株式会社ＳＩＧ及び株式会社Ｙ．Ｃ．Ｏ．は当社の特定子会社に該当しております。

（会計方針の変更）

（「収益認識に関する会計基準」の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を

当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと

交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

受注制作ソフトウエアに関して、従来は、ソフトウエアの進捗部分について成果の確実性が認められる場合には、

工事進行基準によっておりましたが、財又はサービスに対する支配が顧客に一定の期間にわたり移転する場合には、

財又はサービスを顧客に移転する履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更して

おります。履行義務の充足に係る進捗度の測定は、各報告期間の期末日までに発生した開発原価が、予想される開発

原価の合計に占める割合に基づいて行っております。また、契約の初期段階において、履行義務の充足に係る進捗度

を合理的に見積もることができないが、発生する費用を回収することが見込まれる場合は、原価回収基準にて収益を

認識しています。なお、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく

短い受注制作のソフトウエアについては代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行

義務を充足した時点で収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており

ます。ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに

従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

この結果、当連結会計年度の損益に与える影響は軽微であり、また、利益剰余金の当期首残高への影響はありませ

ん。

（「時価の算定に関する会計基準」の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準

第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方

針を、将来にわたって適用することとしております。なお、時価をもって連結貸借対照表価額とする金融商品を保有

しておらず、連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

当社グループは、システム開発及びインフラ・セキュリティサービス事業の単一セグメントであるため、記載を

省略しております。

- 10 -

株式会社ＳＩＧグループ（4386）
2022年３月期　決算短信



当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

１株当たり純資産額 299.94円

１株当たり当期純利益 48.25円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 47.76円

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 274,077

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益（千円）
274,077

普通株式の期中平均株式数（株） 5,680,870

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（千円）
－

普通株式増加数（株） 58,234

（うち新株予約権（株）） （58,234）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益の算定に含めなかった潜在株式

の概要

－

（１株当たり情報）

（注）１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

（連結子会社株式の追加取得による完全子会社化）

当社は、2022年４月15日開催の取締役会において、連結子会社である株式会社Ｙ．Ｃ．Ｏ．（本社：東京都新宿

区、代表取締役：吉水堅治、以下「同社」といいます。）の株式を追加取得し、完全子会社化することを決議いた

しました。また、同日、株式譲渡契約を締結いたしました。

１．株式の取得の理由

当社は、2021年９月15日付で同社の製品である財務会計システムは行政のデジタル化・ＤＸ化ソリューション

構想の柱の一つになり得るソリューションであり、協業により地方での顧客の増大・地域マーケットの拡大が見

込めるとの判断で同社と資本・業務提携契約を締結いたしました。その後、この提携を強化することにより、更

なる業容拡大を見込めるものと判断し、2022年２月16日付で同社の株式を追加取得いたしました。この度、より

一層の連携強化や意思決定の迅速化を通じた企業価値の向上を図ることを目的に、同社を完全子会社化すること

を決議し、株式譲渡契約を締結いたしました。

２．株式取得の相手先の概要

氏名　吉水　堅治（同社代表取締役）

住所　東京都新宿区

当社との関係　当社連結子会社である株式会社Ｙ．Ｃ．Ｏ．の代表取締役であります。

３．株式取得の時期

契約締結日　2022年４月15日

株式取得日　2022年４月28日
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４．取得する株式の数、取得価額及び取得後の持分比率

取得する株式の数　300株

取得価額　45,000千円

取得後の所有株式数　667株（議決権所有の割合　100.0％）

５．その他

同社は既に当社の連結子会社であるため、営業活動に与える影響は軽微であります。
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